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研究成果の概要（和文）： 

乳児発達に関する新しい理論として，蓋然漸成的な理論が提案されている。これは、ある１

つの発達過程が出現すると，それによって次の新しい発達を獲得させる経験が創られ，それが

新しい心理的機能につながるという考え方である。ここでの中心的成果は，乳児期における自

己移動経験が視覚的な断崖（ビジュアルクリフ）において，深瀬である崖への警戒や怖れを生

じさせることを視覚的自己受容感覚との関係で明らかにしたことである。 

 
研究成果の概要（英文）： 

PMD training for prelocomotor infants have been resulted to showing greater wariness of 

heights when lowered to the deep side on a visual cliff with parachute paradigm. The results 

show the psychological consequences of motor activity. In other words, infants didn’t show 

wariness of heights until they had acquired experience of self produced locomotion.  
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１．研究開始当初の背景 

乳児の発達に関する理論は、前成説、ある

いは、前規定的な漸成説が主流である。これ

は神経系の構造と機能的適応・訓練・その他

学習に類するものは一切排除して、完全に遺

伝と内発的要因によって決定される成熟の

結果として発達が生じると考える。それと異

なる立場として、蓋然漸成的な発達理論が提

案されている。これは、ある１つの発達過程

が出現すると，それによって，次の新しい発

達を獲得させる経験が創られる。そして、行

動的機能が生理的変化をもたらし，それが新

しい心理的機能につながるという考え方で

ある。 
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者）を中心に展開されている機能的な発達観

はこの立場に沿うものであり、乳児と環境と

の相互作用に焦点をあて、認知、記憶、動機

づけ、感情などの発現を明らかにしようとす

るものである。キャンポス教授は、視覚的断

崖装置（visual cliff）において、ハイハイに

よる自己移動経験の有無を独立変数として

高さ恐怖の出現を検討している。そして、自

己移動開始後の乳児には深みの知覚に対す

る恐怖が出現することを、心拍数を指標とし

て明らかにした。これは、自己移動経験によ

る感情発現と捉えることができる。はいはい

による自己移動の開始は、成熟により規定さ

れると考えた場合、その発現がきっかけとな

りそれまで感じられない深さ恐怖が出現す

ることは、あらかじめプログラムされている

行動発現が環境とのかかわりを変化させ、そ

れにより他の機能を誘発したことになる。こ

のように、構造的な発達が他機能と相互に関

連する発達観を機能的という。 

サンフランシスコ州立大学のアンダーソ

ン（Anderson）教授（海外共同研究者）は、

リハビリテーションの立場から自己移動経

験を補助器具によってもたせる可能性につ

いて提案している。本申請者と共同で開発し

た PMD（Powered Mobile Device）は、乳児

用の電動車であるが、乳児に自ら操作をさせ

ることにより、はいはい開始前の乳児でも自

己移動経験をもたらすものである。研究代表

者らは、1 日に 10 分間、３週間の PMD 訓

練を行うことにより移動経験を豊富化し，そ

れが自己受容感覚の発現に及ぼす効果を検

討してきた（Uchiyama, Anderson, Campos, 

Witherington, Frankel, Lejeune &, 

Barbu-Roth, 2008 Locomotor experience 

affects self and emotion. Developmental 

Psychology, 44, 1225-1231.）。この研究は、

移動障害児に対するリハビリテーションへ

の応用可能性を示すのみならず（高塩, 口分

田 , 内山 , キャンポス , & アンダーソン , 

2007 姿勢制御・粗大運動機能に障害をもっ

た子どものための機器開発. ベビーサイエン

ス, 6, 16-23.）、成熟による構造的な行動発現

が欠損しても、それを補完することにより、

他の機能を正常に発現させる機能的な発達

の可能性を示唆する。 

ある機能の発達が環境とのかかわりを変

化させ、それが新たな発達を引き起こすとい

う広範な心理機能の発達ネットワークを明

らかにすることが、機能間連関を考慮した発

達支援の実現へと導くと考えられる。 

 

２．研究の目的 

本研究では、乳幼児期における、自己受容

感覚、空間知覚、認知、感情、共同注意、お

よび自己発現の心理現象を扱い、行動発達と

の関連から検討する。そして、脳科学的な視

点を含めて機能的に解明し、発達臨床的な領

域への応用の示唆を得ることが目的である。 

 

３．研究の方法 

研究では、乳幼児の成熟のランドマークと

される行動出現のうち、移動経験に焦点をあ

てる。移動経験が心理的機能に果たす役割を

テストする方法として、1)月年齢を一定にし

て、行動出現による差異を検討する手法、２）

移動経験を“豊富化”する手法（歩行器、PMD

等を使って移動を経験させる）、３）障害、

あるいは文化的な原因で移動の獲得が遅い

乳児を検討する手法を用いた研究計画を進

める。また、その背景となる神経生理的な機

序の検討を動物実験も含めて実施する。 

  乳幼児期における奥行き知覚および空間

知覚、ビジュアルクリフによる奥行き知覚と

感情、自己受容感覚、行動と動機づけ、共同

注意、および自己の発現について実験的に検

討し、それらの発達を行動発現との関係で明

確にする。 

 

４．研究成果 

 本研究では、ビジュアルクリフ課題におい

て、従来は誤差として扱われてきた深瀬を横

断する若干の乳児に着目している。深瀬を横

断する乳児の行動から、深瀬を怖れていない

のかを検討したところ、ハイハイを開始した

乳児は、深瀬を横断するにしても、深さへの

怖れによる対処行動をしていることから、移

動経験により深さの怖れが出現しているこ

とのさらなる確証となった。ムービングルー

ムとの関連研究では、視覚的自己受容感覚が

深さへの警戒と関係していることも明らか

にされている。 

また、本研究では、ビジュアルクリフおよ

びムービングルームの発展的な研究として

バーチャルムービングルームを使用してい

ることが新たな点である。バーチャルムービ

ングルームは視覚的な光学的流動を提示す

る装置であるが、従来のムービングルームで

制約のあった上下方向への動きが可能であ

る。そこで乳児の自己受容感覚を検討したと

ころ、上下方向に対する姿勢補償が見出され

ている。また、バーチャルムービングルーム

では斜面状の光学的流動を提示することが

可能であり、斜面に対する乳児の姿勢補償お

よび感情反応を検討して、斜面に対する基礎

的な研究となっている。 



 

 

さらに、本研究では、乳児期における対人

関係形成の基礎となる共同注意（ジョイン

ト・アテンション）についての検討を行って

いる。7 ヵ月から 9 ヵ月児を対象として分析

し、さらに移動経験との関係でも分析を行っ

ている。 

乳幼児期における認知能力および対人関

係の研究も実施されている。絵本を素材とし

て読み聞かせを行う影響について、乳児期か

らの縦断的なデータを分析した。絵本は乳児

期の認知能力を高めるだけではなく、母親の

子どもへの関わり方に影響を及ぼしている

ことが明らかになった。また、本研究では、

２者間のごっこ遊びである初期のふり遊び

の検討を行った。まず、18 ヵ月児の対人関係

の発達に関して、認知的な側面である他者の

誤信念と感情的な側面である欲求の理解と

の関連が示され、母子のふり遊び行動が認知

的な側面である他者の誤信念に影響を及ぼ

すことが示された。乳児期、そして幼児期の

初期には母親との相互作用が重要であり、母

親との行動が乳幼児の認知・感情発達に及ぼ

す影響が明らかになったといえる。 

自己の発達に関しては、誇り（プライド）

の自己意識感情が、子どもの成長に重要な役

割を果たすと考えられる。自己の発達に関し

て、従来、鏡映自己像の認知が指標とされて

きた。本研究でも、18 ヵ月頃から、鏡映像が

理解でき始めていることが確認されており、

その月齢からプライドの研究を実施してい

る。課題の達成場面では、プライドが生じる

といわれるが、本研究でも 18 ヵ月から 24 ヵ

月にかけて課題達成場面でプライドが出現

する様相を分析している。36 ヵ月では、他者

との競争場面でプライドが出現するといわ

れるが、本研究では、そこに乳児の気質が関

連することを明らかにしている。今後、プラ

イドの感情が行動を促進する機序について

発達的に明らかにすることが必要である。 

さらに、保育園や幼稚園に通う幼児には社

会性の発達が重要となる。その一側面として

向社会性を挙げることができる。本研究では、

向社会性の要因として道徳性、役割取得能力、

そして自己意識感情である罪悪感について

総合的に検討している。そして、他者への援

助行動に役割取得能力の認知的側面と感情

的側面が関わる様相を明らかにしている。 

臨床発達的な側面からは、自閉症スペクト

ラム障害における感情発達に社会的な経験

が及ぼす影響について検討し、臨床場面への

示唆がなされている。 

以上のように、本研究では、乳幼児期にお

ける心理、行動発達を単に成熟や学習による

と考えず、相互に作用するという考え方に基

づいて検討を進めた。また、幼児期における

自己の発現も社会性発達の鍵であり、そこへ

の連動が検討され、構造的行動出現が心理機

能の発現を導き、相互作用により更なる発達

を導く可能性が示唆された。 
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